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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】熱源と熱交換器の間の一次循環回路で一次側湯
水を循環させ、一次循環回路内の熱交換器と解放タンク
と熱負荷間の二次循環回路で二次側湯水を循環させ、二
次循環回路の二次側湯水で熱負荷を加熱する加熱給湯装
置における熱交換器の漏水検知システムを提供する。
【解決手段】所定の点検期間（例えば１回／１週）毎に
高水位スイッチのＯＮ状態を点検し、高水位スイッチＯ
Ｎのときに二次循環ポンプを短時間駆動して脱気運転を
し、その後水位上昇の有無を所定時間（例えば１０分）
監視する。オーバーフロースイッチＯがＯＮのままのと
き及びオーバーフロースイッチＯがＯＦＦの後にＯＮの
とき漏水ありと判定し、オーバーフロースイッチＯがＯ
ＦＦのままのとき漏水なしと判定するようにしたので、
精度良く漏水を検知できる。
【選択図】図１



(2) JP 2010-38504 A 2010.2.18

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱源と熱交換器の間の一次循環回路で一次側湯水を循環させ、一次循環回路内の熱交換
器と開放タンクと熱負荷間の二次循環回路で二次側湯水を二次循環ポンプで循環させ、二
次循環回路の二次側湯水で熱負荷を加熱する加熱給湯装置であって、一次側湯水の方が二
次側湯水よりも圧力が高く、上記開放タンクに低水位スイッチ、高水位スイッチ、オーバ
ーフロースイッチがあり、低水位スイッチ、高水位スイッチによって検知される低水位と
高水位との間の水位になるよう自動的に補水し、オーバーフロースイッチによって検知さ
れる水位に達したときにエラー表示がなされる上記加熱給湯装置における上記熱交換器の
漏水検知システムにおいて、
　所定の点検期間毎に高水位スイッチがＯＮかを点検し、
　高水位スイッチがＯＮのときに二次循環ポンプを短時間駆動して脱気運転をし、
　その後、オーバーフロースイッチのＯＮ／ＯＦＦによって水位上昇の有無を所定時間（
例えば１０分）監視し、
　オーバーフロースイッチがＯＮのままのとき漏水ありと判定し、
　オーバーフロースイッチがＯＦＦの後にＯＮのとき漏水ありと判定し、
　オーバーフロースイッチがＯＦＦのままのとき漏水なしと判定することを特徴とする漏
水検知システム。
【請求項２】
　上記所定の点検期間が１週間である請求項１の漏水検知システム。
【請求項３】
　上記所定時間が１０分間である請求項１又は請求項２の漏水検知システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、熱源で加熱された熱媒で熱負荷を加熱し、熱源と熱負荷との間において熱
媒を循環させる加熱給湯装置における熱交換器の漏水検知システム、すなわち、一次側湯
水で二次側湯水を加熱する熱交換器における内部リーク（漏水）を検知する漏水検知シス
テムに関するものであり、二次循環回路を脱気して空気の侵入によるオーバーフローを漏
水によるオーバーフローと誤検知する可能性をなくし漏水検知するものについて、漏水有
りの検知精度を向上させることができるものである。
【背景技術】
【０００２】
　熱源と熱交換器の間の一次循環回路で一次側湯水を循環させ、一次循環回路の熱交換器
と開放タンクと熱負荷間の二次循環回路で二次側湯水を循環させ、二次循環回路の二次側
湯水で熱負荷を加熱する加熱給湯装置における上記熱交換器の内部リーク（漏水）を検知
する漏水検知システムが公知であり、その一例が特開２００４－２５１８８８号公報（特
許文献１）、特開２００３－１１４０５６号公報（特許文献２）に記載されている。
　上記特許文献１の加熱給湯装置の概要は図３に示すものであり、例えば、熱電気供給装
置のような主加熱手段とガス湯沸かし器のような補助加熱手段を備え、さらに貯湯タンク
を備えており、これらを一次側湯水が循環する。この一次循環回路に熱交換器１００，１
００があって、この熱交換器１００で二次循環回路の熱媒すなわち二次側湯水を加熱する
。端末器用の二次循環回路は熱交換器１００、暖房用放熱器などの端末器と開放タンクＴ
間を循環し、また、浴槽用の二次循環回路は熱交換器１００と浴槽間を循環する。
【０００３】
　一次循環回路の一次側湯水は給湯にも供されるものであり、他方、端末器用の二次循環
回路を循環する二次側湯水はきれいな水ではないので、熱交換器１００に細管漏れ（内部
リーク又は漏水）を生じても、二次側湯水が一次側湯水に混入することがないように、二
次循環回路の圧力は一次循環回路の圧力よりも低く設定されている。そして二次循環回路
は開放タンクＴにおいて大気に開放されている。
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　なお、開放タンクＴは低水位、高水位、オーバーフロー水位の３つの水位をそれぞれ検
知する低水位スイッチＬ、高水位スイッチＨ、オーバーフロースイッチＯを備えている。
　熱交換器１００の漏水や空気侵入、熱膨張などで二次側湯水の量が増加すると開放タン
クＴの水位が上昇する。そして、開放タンクＴの水位が上昇してオーバーフロー水位に達
するとオーバーフロースイッチＯで検知されてエラー表示される。他方、蒸発等で二次側
湯水の量が減少すると開放タンクＴの水位が低下し、これが低水位に達すると低水位スイ
ッチＬで検知されて給水弁が開かれ、高水位スイッチＨがＯＮするまで給水管から補給さ
れる。これによって開放タンクＴの水位が低水位と高水位間に保持され、漏水などの何ら
かの原因でオーバーフロー水位まで上昇するとエラー表示されることになる。
【０００４】
　上記従来技術では二次循環回路への空気の侵入（配管等からの空気の浸透）や二次側湯
水の膨張、熱交換器の細管漏れによる一次側湯水の流入等のために二次側湯水の体積が増
加する。このようにして二次媒体の体積が増加すると、開放タンクＴの水位が上昇し、や
がてオーバーフローするようになる。オーバーフローするとこれがオーバーフロースイッ
チＯで検知されてエラー表示される。
　上記の熱交換器１００の細管漏れ（一次側湯水の二次側湯水への漏水）を検知するのが
この従来技術の漏水検知である。これは、開放タンクＴのオーバーフロースイッチＯのＯ
Ｎ／ＯＦＦ信号によってなされるがオーバーフロースイッチＯのＯＮ信号によって直ちに
漏水有りとするのではなく、オーバーフロースイッチＯがＯＮした時にそれが空気侵入で
あるかを確認し、空気侵入によるものでないことが確認されたときに漏水有りと判定する
ものである。その漏水検知操作は次の（ａ）～（ｅ）のようにしてなされる（図４参照）
。
　（ａ）オーバーフロースイッチＯがＯＮのときに二次循環回路の循環ポンプを運転して
脱気しながら（図４（ａ））、
　（ｂ）水位上昇を所定時間監視する（図４（ｃ））。
　　　　（所定時間の水位回復の有無で細管漏れの有無を検知する）
　（ｃ）オーバーフロースイッチＯがＯＮのままであるとき漏水有りと判定（図４（ｂ）
）。
　　　　（脱気ゼロであることが判明する）
　（ｄ）オーバーフロースイッチＯが一旦ＯＦＦし、その後にＯＮしたとき、漏水有りと
判定（図４（ｃ）、（ｄ））。
　　　　（脱気ありで、その脱気による水位低下が所定時間の漏水で回復したことが判明
）
　（ｅ）オーバーフロースイッチＯが一旦ＯＦＦし、ＯＦＦのままのとき、漏水なしと判
定（図４（ｃ）、（ｅ））。
　　　　（脱気がなされ、その脱気による水位低下を所定時間で回復させるだけの漏水は
ないことが判明）
【０００５】
　〔従来技術の問題点〕
　上記従来技術については、オーバーフロースイッチＯがＯＮで二次循環回路の循環ポン
プＰを駆動して脱気運転をするものであるから、一旦脱気したときの脱気量が少ないと、
その時に水位が低下してオーバーフロースイッチＯがＯＦＦするものの、その時点での水
位が高くてオーバーフロースイッチＯがＯＮする水位に近いときは、短時間の空気侵入で
オーバーフロースイッチＯがＯＮすることがあり、このような場合は、熱交換器の漏水が
ないにもかかわらず少量の空気の侵入によってオーバーフロースイッチＯがＯＮして脱気
運転がなされ、水位が低下し漏水なしの判定がなされ、その後繰り返しオーバーフロース
イッチＯがＯＮになり脱気運転がなされる。
【０００６】
　また、逆に、空気の侵入がないにも関わらず、温度上昇のために二次側湯水の体積が膨
張する場合があり、この場合その膨張過程でオーバーフロースイッチＯが繰り返しＯＮし
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、そのたびに漏水ありと判定される。
　また、脱気運転時と脱気運転後の開放タンクＴの水位は、含有空気量の変動、二次側湯
水の体積の増減、二次循環回路の容積の増減に影響され、含有空気の割合は常に変動して
いる。
　したがって、上記漏水検知操作における開放タンクＴのオーバーフロースイッチＯのＯ
Ｎ－ＯＦＦ－ＯＮは必ずしも脱気と漏水による水位変動を示しているわけではなく、漏水
以外の原因でオーバーフロースイッチＯがＯＮすることがあり、このために誤って「漏水
有り」と判定される可能性もある。
　それゆえ、オーバーフロースイッチＯがＯＮしてから脱気運転した後に再びオーバーフ
ロースイッチＯがＯＮするまで水位が戻ったとき、このことをもって漏水有りと判定する
従来の漏水検知方法は必ずしも精度が高くない。　
【特許文献１】特開２００４－２５１８８８号公報
【特許文献２】特開２００３－１１４０５６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　開放タンクの水位スイッチのＯＮ／ＯＦＦ信号を利用して熱交換器の細管漏れを検知す
るシステムについて、脱気運転が頻繁に行われることを回避しつつ、漏水有りの判定の精
度を高くして、誤検知を低減すること。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために講じた手段は、熱源と熱交換器の間の一次循環回路で一次側
湯水を循環させ、一次循環回路内の熱交換器と開放タンクと熱負荷間の二次循環回路で二
次側湯水を二次循環ポンプで循環させ、二次循環回路の二次側湯水で熱負荷を加熱する加
熱給湯装置であって、一次側湯水の方が二次側湯水よりも圧力が高く、上記開放タンクに
低水位スイッチ、高水位スイッチ、オーバーフロースイッチがあり、低水位スイッチ、高
水位スイッチによって検知される低水位と高水位との間の水位になるよう自動的に補水し
、オーバーフロースイッチによって検知される水位に達したときにエラー表示がなされる
上記加熱給湯装置における上記熱交換器の漏水検知システムを前提として、次の（イ）～
（ヘ）によるものである。
　（イ）所定の点検期間（例えば１回／１週）毎に高水位スイッチのＯＮ／ＯＦＦを点検
し、
　（ロ）高水位スイッチがＯＮのときに循環ポンプを短時間駆動して脱気運転をし、
　（ハ）オーバーフロースイッチのＯＮ／ＯＦＦによって水位上昇の有無を所定時間（例
えば１０分）監視し、
　（ニ）オーバーフロースイッチがＯＮのままのとき漏水ありと判定し、
　（ホ）オーバーフロースイッチがＯＦＦの後にＯＮのとき漏水ありと判定し、
　（ヘ）オーバーフロースイッチがＯＦＦのままとき漏水なしと判定すること。
【０００９】
　なお、上記の「所定の点検期間」は当該点検時間内の空気侵入量による二次側湯水の増
量でオーバーフロースイッチがＯＮする可能性がある期間よりも短い時間であり、例えば
１週間程度がこれに当たる。
　また、上記の短時間は二次循環回路の二次側湯水が少なくとも１回一巡して当該湯水に
混入している空気が上記開放タンクにおいて大気に放出されて二次循環回路が脱気される
のに必要な運転時間であって、二次循環回路の構成の如何によって大幅に異なるが一般家
庭に設置された加熱給湯装置においては例えば約１～２分程度である。
【００１０】
　また、上記の所定時間は、許容される最小の細管漏れがあるとき、その漏水によって、
上記の定期的脱気による水位低下分が十分に回復されると予想される時間であって、一般
家庭に設置された加熱給湯装置においてはほぼ１０分間がこれに当たる。
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　したがって、上記解決手段は具体的に言えば、１週間間隔で高水位スイッチがＯＮかを
定期的に点検し、高水位スイッチがＯＮのとき１～２分間二次循環ポンプを駆動して脱気
運転を行い、オーバーフロースイッチＯのＯＮ／ＯＦＦを確認し、１０分後にオーバーフ
ロースイッチＯのＯＮ／ＯＦＦを確認して、この間のオーバーフロースイッチＯのＯＮ／
ＯＦＦの変化の如何によって熱交換器の細管漏れの有無を判定することになる。
【発明の効果】
【００１１】
　 高水位スイッチがＯＮのときは所定の間隔で定期的に二次循環回路が脱気されている
ので、空気侵入による開放タンクの水位への影響が常時ほぼ排除されており、したがって
、空気侵入が原因してオーバーフロースイッチがＯＮになるような状態にはなっていない
。
　したがって、従来技術のように空気侵入のためにオーバーフロースイッチがＯＮし、そ
れによって二次循環ポンプが駆動されて脱気運転がなされ、次いで漏水なしと判定され、
その後またオーバーフロースイッチがＯＮして脱気運転がなされるといったように、空気
侵入のために脱気運転が頻繁に繰り返し行われるというようなことはない。
【００１２】
　また、熱媒（二次湯水）の熱膨張、循環回路の容積膨張等の不確定要因による水位変動
分は、高水位とオーバーフロー水位の間の体積の差よりも少量である。したがって、もっ
ぱら空気侵入が原因してオーバーフロースイッチがＯＮされることはない。
　それゆえ、オーバーフロースイッチがＯＮしたときはほぼ間違いなく「漏水有り」を表
しており、さらに、オーバーフロースイッチがＯＮのままのとき、又はＯＦＦの後にＯＮ
のとき漏水有りと判定するから、「漏水」の検知精度は極めて高い。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　次いで図１を参照しながらこの発明の実施例を説明する。
　この実施例は熱電併給装置１と給湯ユニット２と制御装置３によるものであり、給湯ユ
ニット２は貯湯タンク４、給湯機５を備えており、熱電併給装置１と給湯機５を熱源とし
て貯湯タンク４に貯湯する。
　貯湯タンク４は浴室やキッチン等への給湯の他、浴湯の追い焚きの熱源となり、また、
暖房機などの熱負荷のための熱媒循環回路６を備えている。
　熱媒循環回路６は熱負荷Ａ、熱負荷Ｂに湯水を供給するものであり、熱交換器６１、一
次循環ポンプＰ１，二次循環ポンプＰ２、開閉弁Ｖ１，Ｖ２、開放タンク６２を備えてい
る。一次循環ポンプＰ１の吐出量は１０リットル／分、二次循環ポンプＰ２の吐出量は床
マット１個あたり約２リットル／分であり、二次循環ポンプＰ２が約１～２分間運転され
ると、二次循環回路の湯水は少なくとも１回以上循環する。
【００１４】
　熱交換器６１の一次側は貯湯タンク４の湯水を循環させる循環回路であり、二次側は熱
負荷Ａ，Ｂに二次側湯水を循環させる循環回路である。一次側圧力ｐ１と二次側圧力ｐ２
の関係はｐ１＞ｐ２であって、熱交換器６１の漏水が生じたときに二次側の湯水が一次側
の循環回路に流入してその湯水に流入することを回避するようになっている。
　熱媒循環回路６の開放タンク６２に給水管６３が接続されており、その給水弁Ｖ３によ
って給水される。開放タンク６２は低水位スイッチＬ、高水位スイッチＨ、オーバーフロ
ースイッチＯがあり、制御装置３が低水位スイッチＬ、高水位スイッチＨの検知信号を受
けて給水弁Ｖ３を開閉させ、開放タンク６２の熱媒レベルを所要水位の範囲内に保持して
いる。
　オーバーフロースイッチＯは開放タンク６２の水位が異常に上昇してオーバーフローす
るときのその水位を検知するものである。
　そして、低水位と高水位との間の開放タンク６２の容量の差は０．８リットル、高水位
とオーバーフロー水位の間の開放タンク６２の容量差は０．８リットルである。
【００１５】
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　熱源の循環ポンプＰ１によって一次側湯水が貯湯タンク４、熱交換器６１を循環してい
る。熱負荷Ａ，Ｂへの熱媒供給を制御する開閉弁Ｖ１，Ｖ２が開かれ、二次循環ポンプＰ
２が作動すると、熱負荷Ａ，Ｂが作動状態になり、この循環回路の圧力上昇、温度上昇等
のために、開放タンク６２の熱媒レベルが変動する。
　熱交換器６１に細管漏れすなわち漏水が生じると一次側湯水が二次循環回路に流入して
二次側湯水の量が増加し、このために開放タンク６２の水位が上昇する。そして水位がオ
ーバーフロー水位に達するとこれがオーバーフロースイッチＯで検知される。
　一次側湯水の二次側湯水への漏水による二次側湯水の増量を検知することによって熱交
換器６１の漏水を検知する漏水検知手段を備えている。
　二次循環回路中でも開放タンク６２の水位は監視されていて、低水位以下になると給水
が開始されて高水位まで水位が高められ、オーバーフロースイッチがＯＮすればそれでエ
ラー表示がなされる。
　以上は従来技術が一般的に備えている技術的事項の範囲内のことである。
【００１６】
　この発明の漏水検知手段は、開放タンク６２の水位変動を上記低水位スイッチＬ、高水
位スイッチＨ、オーバーフロースイッチＯで検出し、これらの検知信号に基づいて熱交換
器６１の漏水を検知するものであり、その漏水検知は次のように実行される。
　ただし、二次循環回路が運転されているときは、この発明による漏水検知は行われない
。
【００１７】
　二次循環回路が運転休止中で漏水検知がスタートすると、１週間間隔で定期的に高水位
スイッチＨのＯＮ／ＯＦＦが点検される（図２参照）。そして、このとき、高水位スイッ
チＨがＯＦＦであれば漏水検知は実行されない。高水位スイッチＨがＯＮであれば漏水検
知が次の手順（１）～（６）でなされる。
（１）二次循環回路の二次循環ポンプＰ２をＯＮさせ、２分間運転して脱気させる（ケー
ス１、図２－１）。
（２）二次循環ポンプＰ２が停止した後、１０分間オーバーフロースイッチＯのＯＮ／Ｏ
ＦＦを監視する。
（３）オーバーフロースイッチＯが監視中にＯＮのままのとき漏水有りと判定する（ケー
ス１、図２－１（ｄ），（ｆ））。
（４）オーバーフロースイッチＯが監視中にＯＦＦの後にＯＮのとき漏水有りと判定する
（ケース２、図２－２（ｇ），（ｆ））。
　以上の漏水検知において漏水有りと検知されたときエラー表示がされる。
（５）オーバーフロースイッチＯが監視中にＯＮの後にＯＦＦのときは漏水なしと判定（
ケース１、図２－１（ｅ），（ｇ））。
（６）オーバーフロースイッチＯが監視中にＯＦＦのままのときは漏水なしと判定（ケー
ス２，図２－２（ｄ），（ｅ），（ｈ））。
【００１８】
　二次循環回路にどのような速度で最大どの程度の量の空気が侵入するかは配管の構成（
機器の配置、配管長さ、管材など）によって異なる。
　この実施例における二次循環回路は、１週間で最大０．４リットルの空気が混入する可
能性があると想定しており、この最大の空気混入によって開放タンク６２の水位がほぼ５
ｃｍだけ上昇することが想定されている。 
　二次循環ポンプＰ２を２分間運転させることによって、二次循環回路の二次側湯水が最
低１回以上循環することになり、開放タンク６２を最低１回以上通過して完全に脱気され
る。
　二次循環回路への空気の侵入がゼロであれば、上記脱気運転後の開放タンク６２の水位
低下はゼロであるが、空気の侵入があればその空気侵入量に見合う分だけ開放タンク６２
の水位が低下する。
　したがって、上記の最大空気量が混入していれば、この脱気によって開放タンク６２の
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【００１９】
　そして、熱交換器６１に細管漏れ（漏水）があって、その１０分間の漏水のために開放
タンク６２の水位がオーバーフロー水位まで上昇したとき、オーバーフロースイッチＯが
ＯＮすることになり、このとき漏水有りと判定されることになる。漏水があってもそれが
微量でオーバーフロースイッチＯをＯＦＦからＯＮさせるほどの量でなければ漏水有りと
は判定されないが、１週間間隔で定期的に点検されるので、安全上は支障がない。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】は実施例の全体構成を示す模式図
【図２】は実施例の漏水検知のフロー図
【図２－１】は実施例における漏水検知操作のケース１の説明図
【図２－２】は実施例における漏水検知操作のケース２の説明図
【図３】は従来例の全体構成を示す模式図
【図４】は従来例における漏水検知システムにおける開放タンクの水位の状態を示す参考
図
【符号の説明】
【００２１】
１：熱電併給装置
２：給湯ユニット
３：制御装置
４：貯湯タンク
５：給湯機
６：熱媒循環回路
６１：熱交換器
６２：開放タンク
６３：給水管
Ａ，Ｂ：熱負荷
Ｌ：低水位スイッチ
Ｈ：高水位スイッチ
Ｏ：オーバーフロースイッチ
ｐ１：一次側圧力
ｐ２：二次側圧力
Ｐ１：一次循環ポンプ
Ｐ２：二次循環ポンプ
Ｖ１，Ｖ２：開閉弁
Ｖ３：給水弁
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